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(57)【要約】
　本発明は、改善された断熱および結露耐性を有する微
細特徴表面であって、微細特徴表面が、第１の組の微細
特徴および第２の組の微細特徴の配列を有する基層に含
まれる微細構造と、円形、楕円形、多角形、および凹部
からなる群から取られた第１の微細特徴水平断面と、環
境試験法によって測定された場合、０．１５グラム未満
の凝縮速度と、微細特徴密度が５．００％～２５．００
％の範囲内にある、保持試験によって示される２３．０
０％以上の改善された保持時間とを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　改良された断熱および結露耐性を有する微細特徴表面であって、
　基層と、
　第１の組の微細特徴および第２の組の微細特徴の配列を有する前記基層に含まれる微細
構造と、
　円形、楕円形、多角形、および凹部からなる群から取られた第１の微細特徴水平断面と
、
　３００μｍ～７５０μｍの範囲内にある前記第１の組の微細特徴に含まれる第１の微細
特徴水平断面寸法と、
　４５０μｍ～１６５０μｍの範囲内にある前記微細構造内のピッチと、
　３００μｍ～１６５０μｍの範囲内にある前記微細構造内の前記第１の組の微細特徴間
の間隔と、
　４２０μｍ～２０００μｍの範囲内にある前記第１の組の微細特徴の深さと、
　環境試験法で測定した場合、０．１５グラム未満の凝縮速度と、
　柱および開口からなる群から取られた第２の微細特徴水平断面を有する前記第１の組の
微細特徴に含まれる第２の組の微細特徴と、
　前記第１の微細特徴の前記水平断面寸法に等しいかまたはそれ未満の前記微細特徴の組
に含まれる第２の微細特徴水平断面寸法と、
　微細特徴密度が０．５％～２５．００％の範囲内にある、保持試験によって示される２
３．００％以上の改善された保持時間と
　を含む表面。
【請求項２】
　前記基層が飲料容器である、請求項１に記載の表面。
【請求項３】
　前記第２の組の微細特徴が、前記第１の微細特徴の水平断面寸法よりも小さい直径を有
する第１の微細特徴の頂部に画定され、組み合わされた前記第１の微細特徴および前記第
２の微細特徴の合計高さの少なくとも５０％微細特徴の中に延在する開口を含む、請求項
１に記載の表面。
【請求項４】
　前記第２の組の微細特徴が、約５０μｍの幅および約５０μｍの高さを有する第１の微
細特徴の頂部から上方に延在する柱を含む、請求項１に記載の表面。
【請求項５】
　前記第１の組の微細特徴における微細特徴の幅が、幅よりも大きい長さを有し、前記微
細構造内の隣接する第１の微細特徴に対してオフセットして配置される、請求項１に記載
の表面。
【請求項６】
　前記微細特徴が、前記微細構造内に交互の直交パターンで配置されていることを特徴と
する、請求項５に記載の表面。
【請求項７】
　各第１の微細特徴部内に略平坦な頂部を含む、請求項１に記載の表面。
【請求項８】
　改善された結露耐性を有する微細特徴表面であって、
　基層を有し、微細特徴の配列を有する微細構造と、
　円形、楕円形、多角形、および凹部からなる群から取られた微細特徴水平断面と、
　３００μｍ～７５０μｍの範囲内にある各微細特徴に含まれる微細特徴断面寸法と、
　４５０μｍ～１９５０μｍの範囲内にある前記微細構造内に含まれるピッチと、
　５０μｍ～１６５０μｍの範囲内にある前記微細特徴間の間隔と、
　２３０μｍ～２０００μｍの範囲内にある前記微細特徴の深さと、
　２５％を超える凝縮速度の改善と
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　を含む、微細特徴表面。
【請求項９】
　前記微細特徴が、前記微細構造内に交互の直交パターンで配置されている、請求項８に
記載の表面。
【請求項１０】
　少なくとも１つの微細特徴上に湾曲した側面を含む、請求項８に記載の表面。
【請求項１１】
　環境試験法により測定される場合、前記凝縮速度が０．７５グラム未満である、請求項
８に記載の表面。
【請求項１２】
　１３０°～１５０°の範囲内にある先端角度を有する少なくとも１つの微細特徴に含ま
れる円錐形部分を含む、請求項８に記載の表面。
【請求項１３】
　前記基層と前記円錐形部分との間に配置された下方部分を含み、前記下方部分が矩形の
隆起した断面を有する、請求項１２に記載の表面。
【請求項１４】
　多角形の隆起した断面および１０°～５０°の範囲内にある開き角度を有する前記微細
特徴内に含まれる隆起した断面を含む、請求項８に記載の表面。
【請求項１５】
　前記微細特徴が、リッジ間に配置されたチャネルを画定するリッジであって、前記リッ
ジが３００μｍ～５００μｍの範囲内にある幅を有する、請求項８に記載の表面。
【請求項１６】
　前記リッジが、２°～５°の範囲内にある開き角度を有するテーパ面を含む、請求項１
５に記載の表面。
【請求項１７】
　円、楕円、多角形、およびこれらの任意の組み合わせからなる群から取られた水平断面
を有する基層内に画定された開口を含む、請求項８に記載の表面。
【請求項１８】
　微細構造面が物品から外側に面するように、前記基層が、前記基層を前記物品に取り付
けるための取付け面を含む、請求項８に記載の表面。
【請求項１９】
　改良された断熱および結露耐性を有する微細特徴表面であって、
　基層上に含まれる第１の組の微細特徴および前記第１の組の微細特徴の中に含まれる第
２の組の微細特徴を有する基層上に配置された微細構造と、
　円形、楕円形、多角形、および凹部からなる群から取られた第１の微細特徴水平断面と
、
　約２００μｍの幅を有する第１の微細特徴水平断面と、
　柱および開口からなる群から取られた第２の微細特徴水平断面と、
　前記第１の微細特徴の前記水平断面寸法に等しいかまたはそれ未満の前記微細特徴の組
に含まれる第２の微細特徴水平断面寸法と、
　微細特徴密度が０．５％～２５．００％の範囲内にある、保持試験によって示される２
３．００％以上の改善された保持時間と
　を含む表面。
【請求項２０】
　間隔が約１２０μｍであり、前記第１の微細特徴の高さが３５０μｍ～２０００μｍの
範囲内にある、請求項１９に記載の表面。
【請求項２１】
　第１の微細特徴が、約２００μｍの直径を有し、前記第２の微細特徴が、約１００μｍ
以下の直径を有する、請求項１９に記載の表面。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　優先権の主張
　本出願は、２０１６年０２月０５日に出願された米国仮出願第６２／２９１，８３３号
明細書の優先権を主張する。
【０００２】
　本発明は、改善された断熱特性、低減された結露および改善された触感を有する、飲料
カップ、ボトル、紙ラベル、器具表面、ボール、容器、パイプ等のような表面に関する。
【背景技術】
【０００３】
　コーヒーカップなどの飲料容器について、飲料は典型的には１６０°Ｆを超える温度、
さらに１８５°Ｆを超える温度で供給される。これらの温度に短時間曝されることによっ
てでも、著しい火傷を引き起こす可能性がある。紙やプラスチック製の使い捨てカップで
出される場合、熱い飲み物を飲むにつれて、火傷の危険性が高くなる。紙またはプラスチ
ックは、コスト、重量、および積み重ねたカップの高さまたは容積を低減するために、薄
く保たなければならない。
【０００４】
　飲料カップを保持する間、手を断熱するためのスリーブを目的とする米国特許第５，２
２２，６５６号明細書のような、火傷から保護する必要性があるカップ材料の紙またはプ
ラスチックを薄くすることを釣り合わせる試みがなされてきた。フェルト状材料の管状本
体は、飲料カップが本体の第１の端部を通してスリーブ内に挿入される場合、飲料カップ
の側壁と圧入関係によって一致する。米国特許第５，５７９，９４９号明細書は、飲料カ
ップを保持する間、手を断熱するための「Ｃ」字形のスリーブを目的とする。より薄い中
央ストリップによって連結された２つの広がった端部を有するプラスチック成形された形
状は、従来の熱い飲料カップの直径よりも僅かに小さく、飲料カップの側壁にスナップ留
めされ、ばね方式で保持するように寸法成形される「Ｃ」字形を形成する。米国特許第５
，６６７，１３５号明細書は、飲料カップの周りに配置された「ハニカム状」の断熱スリ
ーブを目的とする。米国特許第５，４５４，４８４号明細書は、折り畳まれた構成で保管
され、カップを受けるために広がる紙スリーブを目的とする。
【０００５】
　飲料容器の外壁、周囲温度、および水分レベルの間の温度差によって飲料容器の外壁上
に結露が生じ得るという点で、冷たい液体を「薄い」容器に入れることにもやはり欠点が
ある。そのような容器には、ほんの数例を挙げれば、紙またはプラスチックカップ、アイ
スクリーム容器、および製氷皿が含まれる。そのような表面上の結露の影響を低減し、ま
たはなくすための以前の試みが試されてきた。飲料容器、ボール等のような表面上の結露
は、テーブルトップおよびカウンタートップなどのような支持面を損傷させる可能性があ
る。加えて、表面上での結露は、飲料容器が「滑りやすく」なるなど、表面をしっかりと
保持する能力を低下させる可能性がある。加えて、表面上での結露は、下にある構造を劣
化させる可能性がある。その一例には、結露が飲料容器の構造的一体性を破壊するという
紙カップ上の結露の周知の影響がある。
【０００６】
　このような結露を管理する試みには、グラス、水差しおよび他の容器の下などの支持表
面上に配置された液体吸収パッドを目的とする米国特許第１，９１０，１３９号明細書が
含まれ、それによって、冷たい飲料を提供するために使用される場合、容器の外側上に形
成し、蓄積する結露が吸収されて、支持面を濡らすことから防止され得る。他のコースタ
は、米国特許第２，０１４，２６８号明細書、米国特許第１，９５９，１３４号明細書、
米国特許第２，２１５，６３３号明細書および米国特許第２，５９５，９６１号明細書に
記載されている。結露の管理には多くの努力が注がれており、これらの紙またはプラスチ
ック飲料カップ、特に壁が薄いもの、特に使い捨て飲料容器上の結露を防止することに必
ずしも結びつかない。
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【０００７】
　加えて、冷たい液体と共に使用される飲料容器については、断熱ゴムまたは発泡体スリ
ーブを使用することによって結露を低減することができる。しかしながら、これらの解決
策は高価であり、追加の重量を加える。薄い使い捨ての紙またはプラスチックカップ上の
熱伝達、火傷、結露を減らすために、多くの注意が払われるべきである。
【０００８】
　限定されない一例として、本発明を説明するために、本出願では飲料容器が使用される
。本発明は、熱に対する断熱性を改善し、表面近傍の温度差に起因して生じる結露を防止
するために、製氷皿、ボトル、紙またはプラスチックカップ、アイスクリーム容器、氷容
器、冷却器、パイプ、機械部品、電気部品、耐久財、および本発明の利点を使用できる他
の物品用に使用される表面にも応用することができる。
【０００９】
　したがって、本発明の目的は、高温液体のための改良された断熱性を提供し、低温液体
のための結露を減少させる飲料容器を提供することである。
【００１０】
　本発明の別の目的は、カップスリーブおよびコースタの必要性を低減し、またはなくし
、あるいはスリーブをより薄く軽量にすることができる飲料容器を提供することである。
【００１１】
　本発明の別の目的は、表面から表面に接触する対象に対する熱伝達を制御するため、ま
たは湿潤雰囲気からの液体の結露に対する耐性を改善するために、薄い表面の改良された
断熱能力を提供することである。
【００１２】
　本発明の別の目的は、追加のコスト、重量および厚みを防止するために、断熱手袋、内
側カップの上に使用される第２のカップ、厚紙第２層またはスリーブのための紙スリーブ
または段ボール紙を必要とせずに、熱感覚を低減し、火傷から手を保護することである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】米国特許第５，２２２，６５６号明細書
【特許文献２】米国特許第５，５７９，９４９号明細書
【特許文献３】米国特許第５，６６７，１３５号明細書
【特許文献４】米国特許第５，４５４，４８４号明細書
【特許文献５】米国特許第１，９１０，１３９号明細書
【特許文献６】米国特許第２，０１４，２６８号明細書
【特許文献７】米国特許第１，９５９，１３４号明細書
【特許文献８】米国特許第２，２１５，６３３号明細書
【特許文献９】米国特許第２，５９５，９６１号明細書
【発明の概要】
【００１４】
　上記の目的は、カップ表面と外部環境との間の熱伝達を制御するための特定の設計の微
細特徴またはパターン化された微細表面を含むことができる微細構造を提供することによ
って、本発明により達成される。パターン化された微細表面の設計の注目すべき態様は、
幅の広さよりも背が高い、高アスペクト比の特徴の使用である。微細特徴は、冷たい液体
を含む飲料容器の外壁上の結露の減少をもたらす。結露の減少には、低温液体を含む容器
上の結露または湿気を低下させること、および湿度の高い環境での２５分後の容器の下の
表面上に結露を残さないことが含まれる。
【００１５】
　表面上の微細特徴は、ゴム、紙、金属、プラスチック、ガラス、セラミック、またはそ
れらの任意の組み合わせからできている表面間の熱伝達を低減することができる。表面は
、射出成形、圧縮成形、積層、エンボス加工、スタンピング、焼結、添加剤製造、ミリン
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グ、放電加工、鋳造、レーザ彫刻によって、またはインクジェットプロセス、ロールツー
ロール接触印刷プロセス、凹版印刷、鋳造および硬化転写印刷含む印刷プロセス、ならび
に同様の印刷プロセスによって製造され得る。微細特徴は、三次元構造を形成し、インク
ジェット印刷、感熱印刷、添加剤製造などの方法を含む、インクを使用して紙上にインク
を印刷することによって作製され得る。微細特徴は、鋳型内に膨張して、膨張性材料の中
に特徴を形成するか、または特徴を与える膨張性材料の使用によって形成され得る。同様
の性能または例を達成する組み合わされた微細表面を作製するために、同じまたは複数の
材料のいずれであっても、連続したステップで複数の微細特徴表面が一体にもたらされる
ことができる材料表面に微細特徴が付着されることが可能であり、微細特徴は付加的な利
点を達成するために材料の両面上に配置され得る。
【００１６】
　微細特徴そのものは、円形、楕円形、正方形、三角形、多角形、またはリッジを含む規
則的または不規則な水平断面形状からなる群から選択され得る。
【００１７】
　本発明は、微細特徴を有する表面を含むことができ、微細特徴は、７０μｍ～１０００
μｍの高さであり、微細構造密度は、約０．５％～２５％であり、高温表面から、高温表
面から見て外に向く微細特徴の外側端部に載る第２の表面までの熱伝達を減少させる物理
的性質を含む。微細特徴は、不規則にパターン化された配列内に均一に分布している。表
面は、飲料容器上に配置され得る。飲料容器は、飲料容器が１９０°Ｆ以上の温度の液体
を含む場合、微細構造を含むカップに対して１１秒間から２９秒を超えるまで、人は滑ら
かなカップに対して保持することができる。冷たい液体を含むカップ上、および容器の下
の表面上の結露または湿気が、表面なしの飲料カップに対して減少され得る。表面は、表
面上の結露または湿気の低下を含むことができ、湿潤環境下で２５分後に容器の下の表面
上に結露を残さない。表面は、ゴム、紙、金属、プラスチック、ガラス、セラミック、ま
たは任意の組み合わせで作製され得る。表面は、射出成形、圧縮成形、積層、エンボス加
工、スタンピング、焼結、添加剤製造、ミリング、放電加工、鋳造、レーザ彫刻によって
、またはインクジェットプロセス、ロールツーロール接触印刷プロセス、凹版印刷、鋳造
および硬化転写印刷を含む印刷プロセス、ならびに同様の印刷プロセスによって製造され
得る。表面は、インクジェット印刷、感熱印刷、添加剤製造など、および任意の組み合わ
せによって作製され得る。微細特徴は、円形、楕円形、正方形、三角形、多角形、または
リッジ、あるいはそれらの任意の組み合わせを含む任意の規則的または不規則な水平断面
形状を含むことができる。微細特徴は、他の微細特徴、同じ領域内に分散された特徴、別
個の領域で分離された特徴、または微細特徴を担持する材料の反対側上の特徴と組み合わ
せて使用され得る。
【００１８】
　本発明は、改良された断熱および結露耐性を有する微細特徴表面を含むことができ、微
細特徴表面は、第１の組の微細特徴および第２の組の微細特徴の配列を有する基層上の微
細構造と、円形、楕円形、多角形、および凹部からなる群から取られた第１の微細特徴水
平断面と、３００μｍ～７５０μｍの範囲内にある第１の組の微細特徴に含まれる第１の
微細特徴水平断面寸法と、４５０μｍ～１６５０μｍの範囲内にある微細構造内のピッチ
と、３００μｍ～１６５０μｍの範囲内にある微細構造内の第１の組の微細特徴の間の間
隔と、４２０μｍ～２０００μｍの範囲内にある第１の組の微細特徴の深さと、環境試験
法で測定した場合、０．１５グラム未満の凝縮速度と、柱および開口からなる群から取ら
れた第２の微細特徴水平断面を有する第１の組の微細特徴に含まれる第２の組の微細特徴
と、１００μｍに等しいかまたはそれ未満の微細特徴の組に含まれる第２の微細特徴水平
断面寸法と、微細特徴密度が０．５％～２５．００％の範囲内にある、保持試験によって
示される２３．００％以上の改善された保持時間とを含む。
【００１９】
　第２の組の微細特徴は、約１００μｍの直径を有し、微細特徴の中に少なくとも５０μ
ｍ延在する第１の微細特徴の頂部に画定された開口を含むことができる。表面が、約５０
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μｍの幅および約５０μｍの高さを有する第１の微細特徴の頂部から上方に延在する柱を
含むことができる。柱は、幅よりも大きい長さを有する、第１の組の微細特徴の中に微細
特徴の幅を含むことができ、微細構造内の隣接する第１の微細特徴に対してオフセットし
て配置される。微細特徴は、微細構造内に交互の直交パターンで配置され得る。
【００２０】
　微細特徴は、微細特徴水平断面と、３００μｍ～７５０μｍの範囲内にある各微細特徴
に含まれる微細特徴水平断面寸法と、４５０μｍ～１９５０μｍの範囲内にある微細構造
に含まれるピッチと、５０μｍ～１６５０μｍの範囲内にある微細特徴間の間隔と、２３
０μｍ～２０００μｍの範囲内にある微細特徴の深さと、２５％を超える凝縮速度の改善
とを含むことができる。微細特徴表面が、基層上に含まれる第１の組の微細特徴および第
１の組の微細特徴の中に含まれる第２の組の微細特徴を有する基層上に配置される微細構
造と、円形、楕円形、多角形、および凹部からなる群から取られた第１の微細特徴水平断
面と、約２００μｍの幅を有する第１の微細特徴水平断面と、柱および開口からなる群か
ら取られた第２の微細特徴水平断面と、１００μｍに等しいかまたはそれ未満の微細特徴
の組に含まれる第２の微細特徴水平断面寸法と、微細特徴密度が０．５％～２５．００％
の範囲内にある、保持試験によって示される２３．００％以上の改善された保持時間とを
含むことができる。
【００２１】
　本発明を実施するために設計された構成は、その他の特徴と共に以下に説明される。本
発明は、以下の明細書を読むことから、および本発明の実施例が示され、その一部を形成
する添付の図面を参照することにより、より容易に理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の態様の正面図である。
【図２】本発明のいくつかの物理的特性を示す図である。
【図３Ａ】本発明の態様の斜視図である。
【図３Ｂ】本発明の態様の上面図である。
【図４Ａ】本発明の態様の斜視図である。
【図４Ｂ】本発明の態様の上面図である。
【図５Ａ】本発明の態様の斜視図である。
【図５Ｂ】本発明の態様の上面図である。
【図５Ｃ】本発明の態様の側面断面図である。
【図６Ａ】本発明の態様の斜視図である。
【図６Ｂ】本発明の態様の上面図である。
【図６Ｃ】本発明の態様の側面断面図である。
【図６Ｄ】本発明の態様の側面断面図である。
【図７Ａ】本発明の態様の斜視図である。
【図７Ｂ】本発明の態様の上面図である。
【図７Ｃ】本発明の態様の側面断面図である。
【図８Ａ】本発明の態様の斜視図である。
【図８Ｂ】本発明の態様の上面図である。
【図９Ａ】本発明の態様の斜視図である。
【図９Ｂ】本発明の態様の上面図である。
【図３Ａ】本発明の態様の斜視図である。
【図１０】本発明の態様の斜視図である。
【図１１】本発明の態様の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　当業者であれば、本発明の１つまたは複数の態様が特定の目的を満たすことができ、一
方、１つまたは複数の他の態様が特定の他の目的を満たすことができることを理解するで
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あろう。それぞれの目的は、すべての点で、本発明のすべての態様に等しく適用されない
可能性がある。このように、前述の目的は、本発明のいずれかの態様に関して代替形態と
して見なすことができる。本発明のこれらおよび他の目的および特徴は、以下の詳細な説
明を添付の図面および例と併せて読むと、より完全に明らかになるであろう。しかしなが
ら、本発明の前述の概要および以下の詳細な説明の両方が、好ましい実施形態であり、本
発明または本発明の代替実施形態を限定するものではないことを理解されたい。特に、本
発明は複数の特定の実施形態を参照して本明細書に記載されているが、その説明は本発明
の例示であり、本発明を限定するものとして構成されていないことを理解されたい。添付
の特許請求の範囲に記載されている、本発明の精神および範囲から逸脱することなく、当
業者にとって様々な修正形態および応用が思い当たる可能性がある。同様に、本発明の他
の目的、特徴、利益および利点は、この概要および下記の特定の実施形態から明らかにな
り、当業者にとっては容易に明らかになるであろう。このような目的、特徴、利益および
利点は、添付の例、データ、図面およびそれから導き出されるすべての合理的な推論と併
せて、単独で、または本明細書に組み込まれる参考文献を考慮して、上記から明らかにな
るであろう。
【００２４】
　次いで図面を参照して、本発明をより詳細に説明する。そうではないと定義されない限
り、本明細書で使用されるすべての技術用語および科学用語は、本開示主題が属する当業
者に一般に理解されるものと同じ意味を有する。本明細書に記載されたものと同様または
等価な任意の方法、装置、および材料が、本明細書に開示される主題の実施または試験に
おいて使用され得るが、代表的な方法、装置および材料が本明細書に記載される。
【００２５】
　図１を参照すると、容器１０は、一例では、飲料容器の微細構造外壁表面１６を有する
、個人の手に接触することができる容器の外壁１４の少なくとも一部分上に微細構造１２
を備え付ける。微細特徴を有する部分は、任意の形状であってよく、ロゴなどのグラフィ
ック１３が微細特徴を通して見ることができるように、透明または部分的に透明であるこ
とができる。微細構造化表面はまた、いくつかの例を提供すると、カップ、ガラス、飲料
容器、フィルムラップ、テープ、ラベル、パイプ、または製氷皿１１などの物品に一体化
される表面上にあることもできる。微細特徴は、外壁表面内に製造され得る。一実施形態
では、微細特徴または微細パターンは、高さが７０μｍ～１０００μｍの個々の特徴を含
むことができる。約０．５％～２５％の間の飲料容器の外壁上の微細特徴密度を有する微
細構造は、熱い表面（例えば外壁）から、熱い表面から見て外に向く微細特徴の外側端部
に対して載る第２の表面（例えば手）への熱伝達を低減する。微細特徴は、不規則なパタ
ーンで均一に分布させることができ、または列、グリッド、非対称配置、オフセット列、
または任意の組み合わせなどで、整然と配置され得る。
【００２６】
　基層は、微細構造に含まれる微細特徴が、微細構造が取り付けられる物品から離れて配
置される微細構造面を含むことができる。微細構造は、基層が物品自体の表面と一致する
ように、カップなどの物品内に製造され得る。一実施形態では、基層は物品に接着される
ことができ、したがって、物品に基層を接着するための取付け面を含むことができて、微
細構造面が物品から外側に向くことを可能にする。
【００２７】
　微細構造を使用することにより、高温液体を含む容器を被験者である人によって、滑ら
かなカップに対しては１１秒から、一実施形態の微細構造のカップに対しては２９秒を超
えて保持され得る。これは、１つのシナリオでは、ある被験者に少なくとも１９０°Ｆに
加熱された水で充填されたカップを保持させることによって、保持テストによって示され
る。
　カップは、その外面上にエンボス加工された様々な微細表面パターンを有するポリプロ
ピレンシートで覆われた。時間は、カップを握るのが不快であり、人がそれを下に置く必
要があるまで測定された。結果が有効であることを確認するために、複数回のテストを繰
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うに、以下の結果が得られた。
【表１】

【００２８】
　外壁上の微細特徴密度は、本発明の結露防止特性および改善された断熱特性に関連する
。微細特徴密度は、全領域に対する所与の領域内の微細構造化された特徴の比である。例
えば、飲料容器の外側表面の部分が１００ｃｍ２であり、微細特徴構造が１０ｃｍ２を占
める場合、そのとき微細特徴密度は１０％である。微細特徴密度は、０％～１００％まで
変化させることができる。保持時間（秒）は、１つのシナリオで、表２に示す微細特徴密
度（パーセンテージ）に関係する。
【表２】

　この研究の熱いカップ部分で集められたデータから、実施形態＃１２８ＡＰが、一般的
な人口統計または参加者において観察された場合、平均保持時間において最良であるよう
に実施されたと思われる。
【００２９】
　本発明はまた、微細特徴高さが変化し、かつ保持時間が微細特徴高さの影響を受けるい
くつかの実施形態を含むことができる。微細特徴の高さと保持時間との関係が、表３に示
される。
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【表３】

　４２０ミクロンの高さで、皮膚との接触１％を有する微細特徴が、紙スリーブと同じも
のをテストした（５２～６５秒の範囲内）。柱の上部５０ミクロンは、接触面積を減らさ
れた。２つのレベルの設計は、神経の深さまで皮膚の中に浸透することを防止した。した
がって、きつく握られた場合にそれは快適であった（熱いまたは冷たい飲料で満たされた
カップのいずれにおいても）。一実施形態では、高さが１０００ミクロンであり、皮膚に
対して１１％の接触を有する微細特徴を含む。この実施形態は、紙スリーブよりも優れて
いるかを実験した（３０～１９９秒の範囲）。示されているように、微細特徴の高さを増
加させることにより、高温液体を有する飲料容器に対する保持時間が改善された。表４は
、本発明の追加の特性を示す。

【表４】

　追加の試験は、表５に示すように開発された追加の微細パターンを用いて実施された。
　表５－高温表面用に開発された追加の微細パターン
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【表５】

　表６は、付加的な表面の試験結果を示す。
　表６－高温液体による保持時間の試験結果

【表６】

　カップを保持する複数の人々について時間を測定し、対で比較するペアワイズ比較ラン
ク付け測定において、微細表面Ｈ２２６ＡＰおよびＨ２２７ＡＰは、使用紙スリーブある
いは紙またはポリプロピレン被覆カップより優れていた。Ｈ２３８ＡＰ、Ｈ２３９ＡＰお
よびＨ２４０ＡＰは、紙スリーブを使用した場合と統計的に同じ保持時間を与えたところ
、紙またはポリプロピレン被覆カップよりも優れていた。接触面積のさらなる減少および
高さの増加は、保持時間を改善した。
【００３０】
　また、使用される特定の微細構造パターンに基づく冷たい液体を含む飲料容器について
、重量で測定した結露の減少がさらに見られる。図２Ａ～図２Ｆを参照すると、いくつか
の実施形態に含まれる微細特徴パターンが示され、パターン＃０００、＃００３ＡＰ、＃
００８ＡＰ、＃０４９ＡＰ、＃１２８ＡＰおよび＃１２９ＡＰとそれぞれ指定される。パ



(12) JP 2019-510540 A 2019.4.18

10

20

30

40

50

ターン０００は、微細特徴を備えていない表面であり、本発明の様々な実施形態を試験す
るための対照を用いた。パターン＃００３ＡＰには、楕円形であり、丸みを帯びた縁部を
含むことができる水平断面を含む微細特徴を全体的に含む。微細特徴の長軸が隣接する微
細特徴に対して約１８０度交互に並び、または交互の直交パターンになるように、様々な
微細特徴が配置され得る。パターン＃００８ＡＰは、略円形であり、略平坦または丸みを
帯びた先端または頂部を有することができる水平断面を含む。微細特徴は、垂直方向の列
が隣接する垂直方向の列に対してオフセットされるようにオフセットされた線形方式で配
置され得る。パターン＃０４９ＡＰは、略平行に形成された表面に沿って走るリッジであ
る。パターン＃１２８ＡＰは、楕円形である断面を有する微細特徴を全体的に含む。微細
特徴の長軸が隣接する微細特徴に対して約１８０度交互に並び、または交互の直交パター
ンになるように、様々な微細特徴が配置され得る。
【００３１】
　図３Ａおよび図３Ｂを参照すると、略楕円形の水平断面２１を有する微細特徴を示す斜
視図および上面図が示されている。微細特徴の長軸２０ａが隣接する微細特徴の長軸２０
ｂに対して約１８０度交互に並ぶように、または全体的に２２で示される交互の直交パタ
ーンになるように、微細特徴は配置され得る。一実施形態では、微細特徴の幅２４は、０
．２５ｍｍ～０．３０ｍｍの範囲内にあり、長さ２６は０．５５ｍｍ～０．６５ｍｍの範
囲内にある。高さ２８は、０．３５ｍｍ～０．５０ｍｍの範囲内にある。微細特徴間の間
隔３０は、１．１０ｍｍ～１．３０ｍｍの範囲内にある。一実施形態では、微細特徴の端
部３２は湾曲され得る。
【００３２】
　図４Ａおよび図４Ｂを参照すると、図示された微細特徴は、略円形断面３４を有するこ
とができる。一実施形態では、断面の直径は、０．４０ｍｍ～０．５０ｍｍの範囲内にあ
る。微細特徴間のピッチまたは距離３６は、１．１０ｍｍ～１．３０ｍｍの範囲内にある
。高さ３８は、０．３５ｍｍ～０．５０ｍｍの範囲内にある。一実施形態では、ピッチ４
０は０．４０ｍｍ～０．６０ｍｍの範囲内にあり、一実施形態では約０．５０ｍｍである
。一実施形態では、ピッチは、０．７０ｍｍ～０．８０ｍｍの範囲内にあり、一実施形態
では０．７５ｍｍである。一実施形態では、ピッチは、１．８０ｍｍ～２．１０ｍｍの範
囲内にあり、一実施形態では１．９５ｍｍである。一実施形態では、ピッチは、３．４０
ｍｍ～３．５０ｍｍの範囲内にあり、一実施形態では３．４５ｍｍである。一実施形態で
は、微細特徴の直径は、０．０５ｍｍ～０．１５ｍｍの範囲内にある。ピッチは、０．８
０ｍｍ～０．９０ｍｍの範囲内にある。一実施形態では、高さは０．０２５ｍｍ～０．０
７５ｍｍの範囲にあり、一実施形態では０．８ｍｍ～１．２ｍｍ、一実施形態では１．８
ｍｍ～２．２ｍｍの範囲であり得る。
【００３３】
　図５Ａ～図５Ｃを参照すると、微細特徴の一実施形態が示されている。この実施形態で
は、微細特徴は、下方部分４４に略円形の水平断面４０を有することができ、下方部分に
隣接する円錐形部分４２を有し、円錐形部分では、円錐形部分の直径が、基層の反対方向
４６に減少する。下方部分は、多角形、矩形、および正方形の隆起した断面を有すること
ができる。ピッチ４８は、１．１０ｍｍ～１．３ｍｍの範囲内にあることができる。下方
部分の直径は、０．８ｍｍ～１．２ｍｍの範囲であることができる。下方部分および円錐
形部分の高さは、共に０．３５ｍｍ～０．５ｍｍの範囲内にあることができる。図５Ｃを
参照すると、４１に沿った隆起した断面を示すが、円錐形部分は１３０°～１５０°の範
囲内にある先端角度５０を含むことができる。一実施形態では、微細特徴は下方部分を含
まない。ピッチは、２．５０ｍｍ～３．００ｍｍの範囲内にあることができる。円錐形部
分の高さは、０．３０ｍｍ～０．５０ｍｍの範囲であることができる。
【００３４】
　図６Ａ～図６Ｄを参照すると、微細特徴は、略楕円形水平断面５２を含むことができ、
隣接する微細特徴に対して交互に１８０°オフセットされて配置され得る。微細特徴の側
面５４は、曲線を含むことができる。一実施形態では、隆起した断面５３の面積は、基層



(13) JP 2019-510540 A 2019.4.18

10

20

30

40

50

と反対の方向５６に減少することができる。ピッチは、１．００ｍｍ～１．４０ｍｍの範
囲内にあることができる。微細特徴の最大点５８での隆起した断面は、０．４０ｍｍ～０
．８０ｍｍの範囲内にあることができる。微細特徴の高さ６０は、０．３５ｍｍ～０．５
０ｍｍの範囲内にあることができる。一実施形態では、微細特徴の先端６２は、略平坦で
ある。開き角度６４は、１０°～２０°の範囲内にあることができる。一実施形態では、
開き角度は２０°～５０°の範囲内にあることができる。一実施形態では、微細特徴の先
端６６は丸くされ得る。一実施形態では、微細特徴は、０．４０ｍｍ～０．５０ｍｍの範
囲の直径を有する部分的球形である。部分的球形６８は、０．２３ｍｍの半径７０を有す
ることができる。
【００３５】
　図７Ａおよび図７Ｂを参照すると、基層上にスロット７４を画定するリッジ７２を有す
る一実施形態が示されている。リッジは、０．３０ｍｍ～０．５０ｍｍの範囲の幅７６、
１．００ｍｍ～１．４０ｍｍの範囲のピッチ７８、および０．３０ｍｍ～０．５０ｍｍの
範囲の高さ８０を有することができる。リッジは、２．００°～５．００°の範囲の開き
角度８２を有するテーパ面８０ａおよび８０ｂであることができる。方向８１に沿った１
つまたは複数の微細特徴の隆起した断面は多角形であることができ、一実施形態では正方
形であることができる。
【００３６】
　図８Ａおよび図８Ｂを参照すると、基層８６内に画定された開口８４を有する一実施形
態が示されている。開口は、円形、楕円形、多角形、非対称形状、またはそれらの任意の
組み合わせであり得る。一実施形態では、開口は六角形である。開口は、側面から側面ま
で０．６５ｍｍ～０．８５ｍｍの８８によって、および０．３５ｍｍ～０．５５ｍｍの範
囲内にある側面間のピッチ９０によって示されるように分離されることができる。基層は
、０．３５ｍｍ～０．５０ｍｍの範囲内にある厚さ９２を有することができる。９１に沿
って隆起した断面は、基層に画定された凹部を含むことができる。凹部は、部分円、楕円
、または多角形であることができる。図９Ａおよび図９Ｂを参照すると、これらの微細特
徴の組み合わせを使用して、微細構造化表面を形成することができる。この実施形態では
、リッジ９４は、円柱９６の配列に隣接して配置される。第１の組の微細特徴９８は、第
２の組の微細特徴１００に隣接することができ、次いで第２の組の微細特徴１００は、第
３の組の微細特徴１０２に隣接することができる。２つ以上の微細特徴のセットが基層１
０４に沿って交互に配置されて、微細構造化表面を形成することができる。
【００３７】
　図１０を参照すると、容器の改善された断熱特性を提供するために使用され得る微細特
徴が示されている。本発明のこの態様は、カップなどの高温容器を保持するという目標達
成の感覚を改善し、カップスリーブなどの付属品の必要性をなくすために使用され得る。
微細特徴は、円形水平断面を含むことができ、略円柱構成であることができる。微細特徴
の１つまたは複数の円柱は、円柱に沿って長手方向に延在する円柱内に画定された垂直空
洞を含むことができる。空洞は、円柱全体を通って、または円柱の一部のみを通って延在
することができる。円柱の配列１０６は、外径１１０および円柱の先端に画定された開口
部１１２を有する円柱１０８を含むことができる。開口は、円柱を通って延在することが
でき、一実施形態では、０．０２５ｍｍから円柱の長さの範囲の深さまで円柱内に延在す
る。外径は０．１０ｍｍ～０．３０ｍｍの範囲内にあり、開口の直径は０．０５ｍｍ～０
．１５ｍｍの範囲内にあることができる。図１１を参照すると、微細特徴１１４は、一実
施形態では多角形であり、具体的には正方形である水平断面１１５を有することができる
。微細特徴の第２の層１１６は、第１の微細特徴１１４上に配置され得る。一実施形態で
は、微細特徴の第２の層は、第１の微細特徴の先端のコーナーに配置された第２の微細特
徴１１８を含む。一実施形態では、第１の微細特徴は、０．１０ｍｍから０．３０ｍｍの
範囲内にある幅および長さを有し、第２の微細特徴は、０．０２５ｍｍ～０．０７５ｍｍ
の範囲内にある幅および深さを有する。ピッチ１２０は、１．１０ｍｍ～１．３０ｍｍの
範囲内にあることができる。
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【００３８】
　本発明はまた、飲料容器が冷たい液体を含む場合、飲料容器の外壁上の結露の量を低減
することができる。異なる微細特徴パターンが外壁上に配置され、飲料容器はポリプロピ
レンの薄いシートで覆われ、様々な微細パターンでエンボス加工された。次いで、飲料容
器は正確な量の氷および水で充填された。外側表面が乾燥された後、次いでカップは乾燥
皿上の１００％湿潤チャンバ内に配置された。湿潤チャンバは、沸騰水の容器からの湿度
で連続的に補給された。カップおよびカップの下の皿が、５分間毎に２５分間計量された
。各微細構造パターンの飲料容器上の結露の重量の結果が、表７に全体的に示される。
【表７】

　飲料容器の下に配置された皿内の結露の重量（グラム）が、種々の測定時間で表８に示
される。
【表８】

【００３９】
　さらに、飲料容器の外壁上の微細特徴の高さが、生成される結露の量に影響を及ぼすこ
とも分かっている。一般に、微細特徴の高さが高いほど、生成される結露は少ない。微細
特徴の高さと重量で測定された結露との関係が、表９に示される。
【表９】

　最初の発見は、パターン＃１２８ＡＰがカップ上の結露の量を最小限に抑えるのに最も
優れていることを示す。加えて、パターン＃１２８ＡＰはカップの下の皿の中に落ちた結
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露の量においても最高の性能を発揮した。＃００３ＡＰが１つの皿の中に集められた結露
の量が僅かに悪化した１つの例を除いて、対照パターンは全体的に最悪であった。
【００４０】
　様々な微細特徴密度についてカップ下の皿上の結露の重量が、表１０に示される。
【表１０】

【００４１】
　微細パターンは、エンボス加工、スタンピング、射出成形、圧縮成形、積層、インクジ
ェット印刷、添加剤製造プロセス、および他のインク印刷プロセスによって、紙、金属、
セラミック、またはカップなどのプラスチック表面上に形成され得る。インク印刷プロセ
スは、熱転写印刷などの隆起した特徴を与える粘性インクを使用する技術を含むことがで
きる。７０μｍ～１０００μｍの高さおよび約０．５％～２５％の微細特徴密度を有する
飲料容器の外壁上に配置された微細特徴は、湿潤雰囲気からの蒸気結露を低減する。
【００４２】
　環境試験法を使用する１つのシナリオでは、試験サンプルは氷水で満たされたカップで
ある。カップは、予め加重された皿の上に置かれる。カップおよび皿は、５０％を超える
湿度のオフィス環境または屋外などの周囲環境に置かれる。所定の時間、１つのシナリオ
で１時間後、皿およびカップが加重され、以前の加重との差異が記録されて、結露を表示
する。
【００４３】
　一実施形態では、９０％以上の湿度を生成する圧電加湿器を備えた半密閉チャンバが使
用され得る霧試験方法が使用される。チャンバ内に置かれた沸騰水は湿度を提供する。一
実施形態では、空気を循環させて湿度勾配を低減またはなくすためのファンを備えたチャ
ンバを含む霧発生器が使用される。１つのシナリオでは、霧発生器の出力を低下させ、霧
を潜在的に混合チャンバに通して、霧の液滴を蒸気中に消散させると、チャンバ内の相対
湿度が約７５％になる。これらの試験の結果は、表１１に示される。
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【表１１】

　追加情報が、表１２Ａおよび１２Ｂに示される。
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【表１２Ａ】
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【表１２Ｂ】

　一実施形態では、楕円形は長円である。調整されたサイズは、微細特徴の先端のサイズ
を画定することができ、３８０μｍ～４６０μｍの範囲内にあることができる。一実施形
態では、先端の調節されたサイズは、４５０μｍ～４６０μｍの範囲内にあることができ
る。追加情報が、表１３に示される。表１３において、距離測定値はミリメートル単位で
示されていることに留意されたい。幅測定について、楕円形の特徴は幅および長さの２つ
の寸法で表示され、一方、残りは微細特徴の幅および長さを表す１つの測定値で表示され
る。
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【表１３】

【００４４】
　本発明の結露防止特性は、特定の微細特徴およびパターンを備え付けることができる。
任意の水平断面幾何学的形状（円、正方形、三角形、穴またはハニカム、織りまたは穴あ
きメッシュ、リッジまたは任意の組み合わせ）が、３００～１２００ミクロンの間隔で使
用されることができ、幅３８０～４５０ミクロン、深さ３４０～２０００ミクロン、任意
選択で鋭いエッジを有し、１０度未満の抜け勾配を有する微細特徴の垂直面を有する。エ
ンボス加工、機械加工、押出し加工、放電加工、レーザ彫刻、接触印刷、インクジェット
印刷、３Ｄ印刷、ラピッドプロトタイピングまたは他の印刷プロセスによって、表面、基
層、製品またはツーリングに微細特徴を加えることができる。エンボス加工、機械加工、
押出し加工、放電加工、またはレーザ彫刻によって作製されたラベル、ラップ、テープま
たはスリーブを追加して、表面に微細特徴を加えることができる。ハニカムおよびメッシ
ュ織物を有する表面は、飲料容器、パイプ、窓、および本発明の物理的特性が有利である
他の実施形態などの既存の冷たい表面に加えられたスリーブ、ラベル、テープまたはラッ
プなどの補助製品として使用され得る。スルーホールは、液体内容物の可視性を改善する
ことができる。メッシュおよびハニカム製品は、シートを打ち抜きまたは穿孔し、および
延伸することによって作製可能であり、または織物スクリーンを形成するためにフィラメ
ントを織ることによって作製可能である。結露防止表面は、プラスチック、ゴム、繊維、
木材、金属、ガラスまたはセラミックで作製され得る。結露防止微細表面は、冷たい表面
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とは異なる材料で作製され得る。
【００４５】
　有利な特性を提供するために、複数の微細特徴が表面上の層となることができることに
留意すべきである。例えば、柱上の柱、または柱上の柱上の柱などである。
【００４６】
　本明細書に記載された結果を達成し、本発明の物理的特性を記述するために試験を実施
する際、目的は、消費者の手で表面接触点を最も効果的に減少させる繊維質の高温カップ
上の微細特徴パターンを決定することである。微細特徴を有する飲料容器の表面特性を修
正することにより、消費者の快適閾値が、高温液体を有する飲料容器を保持し、より良好
な把持を提供することに対して向上される。飲料容器は、単壁または二重壁であることが
できる。このテストには、動作指向テストと熱パネルテストの２つの局面を含むことがで
きる。動作指向テストの目標は、消費者が所定の距離を横断している間に手を切り換えな
ければならない回数を測定し、かつそれが起こるタイミングに対して測定する。追加の消
費者の洞察は、各テスト中に提示されたアンケートに基づいて集められた。熱パネルテス
トについて、消費者は比較するためのカップのセットを与えられ、消費者の温度感覚を提
供し、最も熱い感覚から最も冷たい感覚にランク付けするアンケートに記入するように求
められることになる。
【００４７】
　試験のために使用される用具は、ホットプレート（水が同じ温度を保つことを保証する
ため）、コーヒーポット（試行の間に内部に水を保持するため）、水（１９０°Ｆに保た
れる）、トレイ（消費者にカップを運ぶため）、温度計（水の温度を測定する）、ストッ
プウォッチ（人がカップを保持する時間を計る）、カップサンプル、対照カップ、蓋、ス
リーブ、室温のカップ（各カップサンプルが試験される前に使用するための中立な温度表
面）、アンケート、および歩行空間を含むことができる。試験準備は、包装ラボ内でサン
プルを準備するステップ、様々な変数に相当するカップにラベルを貼付するステップ、す
べてのカップに充填水位の印を付けるステップ、カップを充填し、蓋をして、カップを消
費者に渡すためにかかる時間を確認するステップ、登録後にｅメールを介して消費者にア
ンケートの予備テストを提供するステップ、動作指向性試験を実施するステップ、動作試
験の前に消費者がテストしているカップがどれかを記録するステップ、熱パネルテストを
実施するステップ、カップをアンケートに一致させるために各カップ試行のサンプルＩＤ
に相当する文字でトレイに印を付けるステップを含む。
【００４８】
　動作指向性試験を実施する際には、本明細書で述べるように、予備調製ステップが実施
される。１つのテストシナリオで１９０°Ｆなど、適切な温度にあることを保証するため
に、水の温度が測定される。一実施形態では、試験されるサンプルは、加熱された水で充
填され、６０％～９５％の間の所定のレベルまで充填される。サンプルが、トレイ上に置
かれる。被験者は、試験サンプルを保持する方法、１つのテストシナリオでのカップ、お
よびどの手で保持するのかについて、インタビューを受ける。カップ上での被験者の把持
方法が観察され、撮影される。被験者は、試験サンプルを取り扱う前に、１つのシナリオ
で室温の中立カップを保持する。テストサンプルは、被験者によって取り扱われる。被験
者は、経路に沿って出発点から歩くように要求され、経路は、試験サンプルを保持してい
る間、一実施形態における通常の歩行パターンを表す。被験者が手、把持方法を変え、試
験サンプルを放す回数を、被験者は観察される。これらの事象は、関連付けられたタイム
スタンプと共に記録される。一実施形態では、タイムスタンプは、これらの事象を記録す
るビデオから決定される。一旦経路が完了すると、被験者にはスリーブ付きの対照サンプ
ルが提供され、経路を繰り返すように要求される。一実施形態では、経路は対照サンプル
と共に逆方向にされる。被験者には、試験サンプルおよび対照サンプルに関するアンケー
トが提供される。試験の終了時に、設定された被験者からサンプルが回収される。
【００４９】
　熱パネルテストを実施する場合、予備試験準備は、本明細書に記載されるように実施さ
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れる。１つのシナリオで約１９０°Ｆであることを保証するために、水の温度が測定され
る。１つのシナリオでは、３つの試験サンプルが被験者に提供されるように選択される。
試験サンプルはトレイ上の所定の位置（例えばＡ、Ｂ、Ｃ位置）に配置される。被験者は
、試験サンプルをどのように保持し、どちらの手で保持するかについてのインタビューを
受けた。次いで、試験サンプルは加熱した水で充填され、蓋をされる。被験者に試験サン
プルを取り扱わせる前に、試験サンプルを加熱水と共に取り扱う前に、被験者に中立温度
サンプルが提供される。次いで、被験者は、そうすることがもはや快適ではなくなるまで
、試験サンプルを取り扱うように指示される。時間が観察され、記録され、一旦被験者が
最初に試験サンプルを放すと、追加の試験サンプル（例えば、Ａ、ＢおよびＣ）に対して
プロセスが解除される。次に被験者は、試験サンプルを最も熱いものから最も冷たいもの
にランク付けする。１つのシナリオでは、被験者は１～３にランク付けし、１が差はなく
、３が試験サンプル間で大きな温度差があるとランク付けする。各試験サンプルの各被験
者について保持時間もやはり記録され、ランク付けと相関され、ランク付けの何らかの検
証を提供するために使用され得る。次に、被験者は、アンケートから把持または他の測定
可能な属性を目的とする任意の追加のコメントに関してインタビューされ得る。
【００５０】
　関連する結露の物理的特性を決定するための試験は、以下の用具、ホットプレート（湿
潤チャンバを生成するための水を熱する）、コーヒーポット（加熱中の水を保持する）、
水（水は１９０°Ｆ以上に保たれる）、トレイ（輸送用カップ）、温度計、ストップウォ
ッチ、カップの蓋、ビーカー、およびスケールを使用して実施された。
【００５１】
　以下のステップを含むことができる熱パネルテストを実施するために、以下の手順が次
に続けられる可能性がある。第１に、ホットプレートなどの加熱源が作動され、第１の容
器内の水などの液体を加熱することができる。加熱された液体の温度が定期的に測定され
、記録される。第２の容器は、容器の周りに配置され得る皿と共に使用される。各皿が試
験サンプルに割り当てられ、試験サンプルおよび任意で蓋を伴う各皿の初期重量が得られ
、記録される。試験サンプルは、氷および水のような液体で充填され得る。一実施形態で
は、試験サンプルが、１５０～２２５グラムの氷、および１００～３００グラムの水で充
填される。蓋が、試験サンプル上に配置され得る。第１の容器内の水が約１８０°Ｆに達
するか、またはそれを超える場合、１つのシナリオでは、試験サンプルがそれぞれの皿上
に配置される。加熱された液体は第２の容器の上に置かれ、カバーは第２の容器および試
験サンプルの上に配置されて、湿潤チャンバを生成する。時間が記録され、所定の時間が
経過すると、カバーが取り外される。各試験サンプルの重量、各皿、および各カップの最
終温度。カップの重量の差は、上記のプロセスの最初および後で、結露の量を表す。
【００５２】
　特に明記されていない限り、本明細書で使用される用語および語句およびその変化は、
特にそうではないと明記しない限り、限定されるのではなく、制限のないものであると解
釈されたい。同様に、接続詞「および」と併せて関連付けられた項目のグループは、それ
らのそれぞれの項目およびすべての項目が、グループに存在することが必要であるとして
読まれるべきではなく、そうではないと明記されない限り、「および／または」と読まれ
るべきである。同様に、接続詞「または」と併せて関連付けられた項目のグループは、そ
のグループ間の相互排他性が必要であるとして読まれるべきではなく、そうでないと明記
されない限り、やはり「および／または」と読むべきである。
【００５３】
　さらに、本開示の項目、要素、または構成要素は、単数で記載または特許請求され得る
が、単数に限ると明示的に述べられない限り、複数がその範囲内にあると考察されたい。
「１つ以上」、「少なくとも」、「ただしこれに限定されない」または他の同様の語句な
どの広範な単語および語句の存在は、そのような広範な語句が存在することができない例
において、いくつかの例の中ではより狭い場合が意図され、または必要とされることを意
味するものと解釈されるべきではない。
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【００５４】
　本主題は、特定の例示的な実施形態およびその方法に関して詳細に記載されてきたが、
当業者であれば、上記の理解を達成すると、そのような実施形態の代替形態、変形形態お
よび均等物を容易に製造することができることを理解されたい。したがって、本開示の範
囲は、限定する目的ではなく、例を目的とするものであり、主題の開示は、本明細書に開
示された教示を使用して当業者の一人にとって容易に明確になる、本主題に対するそのよ
うな修正形態、変形形態および／または追加形態の包含を排除するものではない。
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【図１０】 【図１１】

【手続補正書】
【提出日】平成30年10月2日(2018.10.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　改良された断熱および結露耐性を有する微細特徴表面であって、
　基層と、
　第１の組の微細特徴および第２の組の微細特徴の配列を有する前記基層に含まれる微細
構造と、
　円形、楕円形、多角形、および凹部からなる群から取られた第１の微細特徴水平断面と
、
　３００μｍ～７５０μｍの範囲内にある前記第１の組の微細特徴に含まれる第１の微細
特徴水平断面寸法と、
　４５０μｍ～１６５０μｍの範囲内にある前記微細構造内のピッチと、
　３００μｍ～１６５０μｍの範囲内にある前記微細構造内の前記第１の組の微細特徴間
の間隔と、
　４２０μｍ～２０００μｍの範囲内にある前記第１の組の微細特徴の深さと、
　環境試験法で測定した場合、０．１５グラム未満の凝縮速度と、
　柱および開口からなる群から取られた第２の微細特徴水平断面を有する前記第１の組の
微細特徴に含まれる第２の組の微細特徴と、
　前記第１の微細特徴の前記水平断面寸法に等しいかまたはそれ未満の前記第２の組の微



(28) JP 2019-510540 A 2019.4.18

細特徴に含まれる第２の微細特徴水平断面寸法と、
　微細特徴密度が０．５％～２５．００％の範囲内にある、保持試験時の２３．００％以
上の改善された保持時間と
　を含む表面。
【請求項２】
　前記基層が飲料容器である、請求項１に記載の表面。
【請求項３】
　前記第２の組の微細特徴が、前記第１の微細特徴の水平断面寸法よりも小さい直径を有
する第１の微細特徴の頂部に画定され、組み合わされた前記第１の微細特徴および前記第
２の微細特徴の合計高さの少なくとも５０％微細特徴の中に延在する開口を含む、請求項
１に記載の表面。
【請求項４】
　前記第２の組の微細特徴が、約５０μｍの幅および約５０μｍの高さを有する第１の微
細特徴の頂部から上方に延在する柱を含む、請求項１に記載の表面。
【請求項５】
　前記第１の組の微細特徴における微細特徴の幅が、幅よりも大きい長さを有し、前記微
細構造内の隣接する第１の微細特徴に対してオフセットして配置される、請求項１に記載
の表面。
【請求項６】
　前記微細特徴が、前記微細構造内に交互の直交パターンで配置されていることを特徴と
する、請求項５に記載の表面。
【請求項７】
　各第１の微細特徴部内に略平坦な頂部を含む、請求項１に記載の表面。
【請求項８】
　改善された結露耐性を有する微細特徴表面であって、
　基層を有し、微細特徴の配列を有する微細構造と、
　円形、楕円形、多角形、および凹部からなる群から取られた微細特徴水平断面と、
　３００μｍ～７５０μｍの範囲内にある各微細特徴に含まれる微細特徴断面寸法と、
　４５０μｍ～１９５０μｍの範囲内にある前記微細構造内に含まれるピッチと、
　５０μｍ～１６５０μｍの範囲内にある前記微細特徴間の間隔と、
　２３０μｍ～２０００μｍの範囲内にある前記微細特徴の深さと、
　２５％を超える凝縮速度の改善と
　を含む、微細特徴表面。
【請求項９】
　前記微細特徴が、前記微細構造内に交互の直交パターンで配置されている、請求項８に
記載の表面。
【請求項１０】
　少なくとも１つの微細特徴上に湾曲した側面を含む、請求項８に記載の表面。
【請求項１１】
　環境試験法により測定される場合、前記凝縮速度が０．７５グラム未満である、請求項
８に記載の表面。
【請求項１２】
　１３０°～１５０°の範囲内にある先端角度を有する少なくとも１つの微細特徴に含ま
れる円錐形部分を含む、請求項８に記載の表面。
【請求項１３】
　前記基層と前記円錐形部分との間に配置された下方部分を含み、前記下方部分が矩形の
隆起した断面を有する、請求項１２に記載の表面。
【請求項１４】
　多角形の隆起した断面および１０°～５０°の範囲内にある開き角度を有する前記微細
特徴内に含まれる隆起した断面を含む、請求項８に記載の表面。
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【請求項１５】
　前記微細特徴が、リッジ間に配置されたチャネルを画定するリッジであって、前記リッ
ジが３００μｍ～５００μｍの範囲内にある幅を有する、請求項８に記載の表面。
【請求項１６】
　前記リッジが、２°～５°の範囲内にある開き角度を有するテーパ面を含む、請求項１
５に記載の表面。
【請求項１７】
　円、楕円、多角形、およびこれらの任意の組み合わせからなる群から取られた水平断面
を有する基層内に画定された開口を含む、請求項８に記載の表面。
【請求項１８】
　微細構造面が物品から外側に面するように、前記基層が、前記基層を前記物品に取り付
けるための取付け面を含む、請求項８に記載の表面。
【請求項１９】
　改良された断熱および結露耐性を有する微細特徴表面であって、
　基層上に含まれる第１の組の微細特徴および前記第１の組の微細特徴の中に含まれる第
２の組の微細特徴を有する基層上に配置された微細構造と、
　円形、楕円形、多角形、および凹部からなる群から取られた第１の微細特徴水平断面と
、
　約２００μｍの幅を有する第１の微細特徴水平断面と、
　柱および開口からなる群から取られた第２の微細特徴水平断面と、
　前記第１の微細特徴の前記水平断面寸法に等しいかまたはそれ未満の前記第２の組の微
細特徴に含まれる第２の微細特徴水平断面寸法と、
　微細特徴密度が０．５％～２５．００％の範囲内にある、保持試験時の２３．００％以
上の改善された保持時間と
　を含む表面。
【請求項２０】
　間隔が約１２０μｍであり、前記第１の微細特徴の高さが３５０μｍ～２０００μｍの
範囲内にある、請求項１９に記載の表面。
【請求項２１】
　第１の微細特徴が、約２００μｍの直径を有し、前記第２の微細特徴が、約１００μｍ
以下の直径を有する、請求項１９に記載の表面。
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